




























  ○ 実態把握力  ○ 問題発見力  ○ 危機意識  ○ 解決策の決断  ○ 実践統括力 
































































































































































 ① 削減すべき事務は何か。不必要か、改善すべきかの見極め 
  ② 削減方法をどうするか。一気に削減か、段階的に削減かの決定 
  ③ 削減目標は何か。大幅削減か、一部削減かの決断 
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 ① 授業の中で、教師は子どもと、どういうふうに向き合っているのか、また、どういうふうに向き合  うべ
きなのか。解決すべき課題の確認を行うこと。 




















 ① 閉鎖主義からの転換  子どもの成長を、自校だけのこととしないで、校区全体で考える。 
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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  ② 完結主義からの転換  子どもの成長を、自校で終わりとしないで、長期的展望の中で捉える。 
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 ① 多様な「学び」の提供  児童・生徒の「学び」の拡大を図るということ  
               情報化社会の中にあって、双方向の「学び」をどのように行うかと 
              いうこと 
 ② 主体的な「学び」の醸成 児童・生徒の「学び」の継続を図るということ 
               生涯にわたって学び続けるために、自ら求めて「学ぶ力」をいかに 
              養うかということ 
 ③ 協働する「学び」の構築 児童・生徒の「学び」の社会性を図るということ 
               一人で学ぶことには限りがある。多くの人と「学び」を共有すること 
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（平成 23 年 2 月 15 日） 
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